
平成9年度地まき増殖ホタテガイ実態調査
(平成9年5月)

工藤 敏博 ･三戸 芳典 ･小倉大二郎 ･川村 要

本調査は､陸奥湾における地まきホタテガイの実態を把握し､今後の適正増殖を図るための生産及び漁

場管理の指針とすることを目的に､例年実施しているものである｡

調 査 内 容

(1) 調 査 期 間

平成9年9月25日～平成9年11月11日

(2) 調査対象組合

陸奥湾内で地まき増殖を実施している13漁協 ･支所

(3) 調 査 対 象 月

平成8年産月

(4) 調 査 方 法

13漁協 ･支所のうち､代表地先7漁協の放流漁場内を桁綱を用いて曳綱し､入綱したホタテガイの

生死､大型底棲生物の個体数を計数した｡また､ホタテガイ30個体について殻長､放流時殻長､全重

量､軟体部重量を測定したほか､異常月の有無について観察した｡

調 査 結 果

各漁協 ･支所からの聞き取り調査結果によると､平成8年産の放流実績は表1のとおりで､総放流数は

約18,427万枚であった｡このうち年内放流は約14,156万枚､翌春放流は約4,271万枚であった｡なお､蓬田

村､平内町漁協の各支所で放流された種苗は､生産目的ではなく産卵母月を確保するためのものである｡

表 1 平成8年産貝の漁協 ･支所別放流数

漁協 年内放読 年明放
読(支所) 放流枚数(枚) 放流時期 放流枚数(

枚) 放流時期蓬田 2,280.
000 12/9後潟 3,1

23.000 3/10一-3/14辛内町

土星 1.000,000 12月
茂浦 2.000,00

0 12月浦田
2,940,000 3月兼田沢
3,030.000 3月溝水川
5,500.000 3月野辺地町

40,516,000 ll/20一一日/27横浜町 29,186,000
12月むつ市 3,163.000 12/3一一12/4 19.680.000 4/

2一-4/9田名部 3,750.000
3/20～川内町 63,410.000 ll

/25～11/12鹿野沢村



漁協毎の調査結果を表 2に､各漁協の全放流数に占める-い死月､異常生月､正常生月の比率を図 1に､

昭和60年産貝からの正常生月率の推移を図2に､殻長と全重量の推移を図3に､軟体部重量と軟体部歩留

(軟体部重量/全重量×100)の推移を図4に示した｡

漁協毎に全放流に対する正常生月の占める割合を見ると､横浜町で46.0%､脇野沢村漁協で58.3%と成

績が悪い地区もあったが､全湾平均で見ると77.3%と､ここ数年では平均的な値であった｡

また､全湾平均の殻長は82.6mm､全重量は61.1g､軟体部重量は19.3gと平成 2年以降の中で最も大き

い値であり､軟体部歩留も平成 7年産月に次いで高い値を示した｡

なお､同時に入綱した大型底棲生物の入綱状況 (100m2当りの個体数に換算)は表 3に示したとおりで

あった｡
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0% 100%図 1 各漁協の全放流数に占めるへい死貝
､
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表 2 地まきホタテガイ実態調査結果 (平成8年産貝)

調査 放流 曳網面積 採捕生 採捕死 生残卒 へい死串 異常貝出

タイプ (nl:

年内 254

k) (%)

2194.4
l) 現畢 (%)

5.6 6.7

平均殻長 放流時平均 平均全量 平均軟体 平均軟体部 採捕密度 *
歩早く%) (枚/nl)

24.9 1.5
(g) 部重量 (g)

76.7 19.2
m) 穀長 (rrm)

89.4 40.0

22 94

2294.7r=I:/
698.6

4994.9

1898.5

384

427

916

1,174
789

259二二 二 二
年明 229

年明 324

年明 332

1 0
5.3 3.4二二二:
1.4 3.3

5.1 6.7

1.5 0.0

9 35
88.2 38.0=二二二
87.3 61.0

88.4 62.6

87.3 64.2

iJ H

70.7 18.5

69.7 19.2

67.2 19.5

63.8 18.4

4 1

26.2 1.6■■■■■■■■■■■■■1- ■■■■■lllllllllllllll■■l■llll■
28.3 1.9

29.1 3.0

28.8 3.6

9 98

2197.7

1 0

2.3 2.5■■■■■■■■■■■■■■■l■■■- 1lll.llllllllllll■l■lllll■llllll■■ll■■■■llll■
30.0 0.0

37.6 0.0

32.2 3.3

8 62

87.0 62.5二二 二
89.1 38.8

85.2 38.1

90.8 38.9

8 17

65.6 18.6:二二 二
74.0 25.1

68.5 25.5

76.8 26.0

6 2

28.5 2.8二 二/:二二=
33.8 2.3

37.3 1.4

33.7 1.3

302二 二二
年内 284

年内 201

年内 306

10.02六枚棉岡

六枚橋沖

小輔 岡

野辺地町 11.ll2区岡

2区沖

3区岡

内 264

452 194 70.0

169 10262.4

274 130 67.8

331 78 80 1 3 3 37 0 24.2 1 1.6

I
t56
-

横浜町 10.17小沼沢岡

264l

年内 337

内 365

3511■■ll■ll■ll■l■lll■■■l■■■■■■-
年明 265

年明 342

307 126 70.3/ :=:
664 3694.9

326 64633

495 34164.2...llll.■■lllll■lllllllllllllllll■■lll■■l■■■■■■ll■l■l■■■■- ■■■■
516 0100.0

1,236 3297.5

29.7 1.7二二∴
5.1 20.0

5 36

35.8 28.4

0.0 3.3

2.5 3.3

88.1 38.3111111111111111- 11■1
84.7 41.4

5 39

82.6 40.6■llllllllllllllllll■■llllllll■■■■■-
83.5 59.0

81.0 58.-0

72.1 25.2二=二こ
64.9 22.2

59.7 20.411111111■llll■■■■■■■■■■■■- ■
68.1 23.3
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35.0 1.7= 一二 二
34.1 2.1

9 2

34.0 2.4二二=二二二二二二二_二.二二 ===
34.2 2.0

36.4 3.7

245 2 99

666 1198.9■■■■■■■■■■■■■■■ll- ■
729 6691.7

1.216 26881.9
361 5686.6

8 0

1.1 2.2二

8.3 3.3

18.1 10.0

13.4 0.0

8 40

81.1 52.3. こ二二二
72.5 38.2

80.2 41.0

70.3 39.2

0 20

63.0 22.0二二
42.7 11.8

55.8 17.3

39.4 10.9

2 0

34.9 2.2二 二二 二二二二二二
27.9 3.9

31.1 5.1

27.7 2.2

252 3189

640 10587.3:~ 二=/
516 130 79.9

0 0 4 41

12.7 3.3 74.6 40.0二二二 こ 二二 二
20.1 0.0 78.4 63.4

4 13

46.3 13.4:二二 二二二
52.5 18.3

9 0

28.9 3.0こ:二二二/二一二二:
35.3 3.5

川内町 10.14宿野林崎沖 年内 206

川内沖

新町沖

平均

藤野沢村 11.05漁野岡

年内 289

年内 189

246

年明 184

152

168

273

269

271

68 10838

292 11959.3二= r一二
445 12780.6

705 4488.4

544 9583.5

4 3

40.7 1.7= 二二二二
19.4 6.4

ll.6 2.5

16.5 4.9

6 59

76.0 61.6■■- 1llllllllllllllllllllllllllllllll111
82.4 39.3

83.0 61.3

82.6 47.6

45.1 14

48.8 16.5■l■■■lll■lllllllll1-
61.0 19.4

61.3 19.1

61.1 19.3

4 1

33.9 2.3二二二= 二:二
31.5 2.1

31.5 2.7

31.5 2.3

全湾 (年内)

全湾 (年明)

全港平均

* 桁網効率は考慮せず



表3 大型底棲生物入網状況
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組合名 調査場所 ヒ ld- イ ス モ エ ユ ヒ ク - タ キ エ ツ キ ′ヽ オ

マ マ ヒ ナ ツ ア エ エト ツ ト ナ -■II ゾ ノレ メ
モ チ コ タ ゾ ガ タ ス 力 ナ ポ メ ガ メ 力 ゾ ゾ-●丁 ポ マ ヒ ジ ア ヒ ヒ ヒ リ ヒ ム /( ノレ サ ノ メ マ

ヤ エ - タ ザ イ ワン キ ト ガ 力 ト ト ト ン ト ■-フ フ ウ ン ′ヽ ブ コ ゾ シ ガ フ シ スヒト一一●丁 ヒト一丁 ■一■丁 イ
ヒト- ●丁 -丁 一一l■丁 一一●丁 ヒト一一●丁 -●丁 サ辛ウ ンウ ■- ショウウ 力シパン ンブク 97 イ ガイ 力ゲガイ レガ

イ蓬田村 蓬田 岡蓬田 沖 1.20.4 0.4 0.80.4 1.212.5 79.577.8 1.20.8 0.4 1.6 0.4 58.615.9 8.720.1 0.8 2.05.7 1.1後潟 六枚耕岡六枚耕沖

小耕 岡小橋 沖 0.93.71.20.6 3.95.62.72.5 25.821.3ll.114.6 0.40.30.60.9 0.41.20.30.6 0.6 3.13.42.15.3 1.30.91.21.2野辺地町 2区岡2区沖3区岡3区

沖 4.63.09.24.6 15.2ll.9ll.88.7 0.4 1.13.52.01.5 55.720.457.510.2 6.ラ1.00.3 0.72.51.1 0.70.3 0.3 6.01.513.44.2 14.85.565.77.2 0.3 0.5 0.3横浜町 小沼沢岡小沼沢沖むつ市 泉沢 岡泉沢 沖近沢 沖川内町 宿野部崎沖川内沖新町沖表川沖脇野沢村 漉野岡漉野沖 4.24.93.012.313.23.94.23.25.68.72.6 6.5ll.00.81.22.00.41.64.35.44.0 0.40.316.3 1.80.61.53.50.72.91.06.92.02.7 ll.35.53.834.037.31.50.
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図3地まき1年貝の穀 長及び全重量の推移(全湾平均)
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図4地まき1年生貝の軟体部重量及び軟体部歩留の推移

2

2

1

1

(%
)
駈

賂
轟
せ
溢

5

0

5

0

考察

(1)種苗放流数と漁獲量

図5に昭和60年以降の地 まきホタテガイの漁獲量を示した｡
陸奥湾では平成元年をピークとして急

激な減少傾向にあり
､
平成7年 は約4

,
900トン､

平成8年は約3
,
000トンにまでに落ち込んだ｡一
方
､

図6に陸奥湾における地まき椎貝の放流数を示したが､
昭和60年産月の約5億枚を最高に減少傾向に

ある｡

このため
､
地 まき椎貝の放流数と漁獲量(陸奥湾では､

地まき貝は2年及び3年貝で採揃されるた

め
､
放流2年後と3年後の漁獲量の平均値を使用)の関係を調べた｡
その結果を図7に示したが､
無

相関の検定を行ったところ､
有意水準5%で有意な相関は見られなかった｡
このことから

､
漁獲量の減少は

､
必ずしも放流数の減少だけによるものではなく､
放流種苗の質や

放流後のヒトデによる食害
､
漁獲努力量の減少
､
環境要因等による影響が少なからずあるものと考え

られた
｡
また
､
今回は調査しなかったが､
放流時の密度も成績に影響を及ぼすことも考えられるため､
今後

漁協ごとに放 流密度と正常 生



際の地まき用分散済み椎貝の異常出現率と地まき1年月の正常生月率の関係を調べた｡その結果を図

8に示したが､これらの問には負の相関 (有意水準5%で有意)が認められた｡このことから､中間

･育成時の飼育管理が重要で､その後の成績に影響を及ぼすものと考えられた｡
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0図8 地まき用分散済稚貝の異常貝出現率と地まき1年貝の正常生貝率の関

係(2) 年内放流と年明放

流図9には年内放流と年明放流の地まき1年月の平均殻長の推移を示した｡どちらもほぼ同じ値で

､成長についてはどちらが有利といった傾向は見られなかった

｡また､図10には年内放流と年明放流の地まき1年月のへい死率を示したが､平成7､8年産月を

除いて年明放流の方が高い傾向が見られる｡ しかし､本調査でのへい死率は､桁綱効率を考慮せずに

入綱した生月と死月の数から算出しているため､放流時殻長が4cm弱の小さい年内放流椎貝が放流

直後に-い死した場合､へい死月が綱目をくぐり抜けて見かけ上低い-い死率となる可能性もある｡

今後は桁綱効率を考慮し､放流密度に対する採揃密度等を調べて検討する必要があるものと考えられた
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